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HITAC 5020ソ フ トウエアシステム (3)

HIS二P5020

酒井博敬 ,原 田 昌孝 ,三橋荘一郎

まえがき     
｀

1

HITAC 502口 のアセン プ リーシステ ムHISAP 5020は HARP 5020と 共

にモ ニメシスァ 台 な嘩盛す
.う

も?で あるが ,そ の授 似 命令は機能上 (1)一般 的 な

振似 命令 ,0入 出力 制御 に関 する擬 似 命令 ,0プ ログ ラムの手直 しのための擬

似命令の 5種 に分類され る。一般的 な擬似 命令 とし'て はデ ータの変換 ,プ ログ

ラマズァタ ロ命令 ,サ ブル ーチンの入 日と出日の作製,サ プルーチンの呼出し

列 の作製 などに関す る命令のほかに,異 なる言語で書かれた プログ ラムや ライ

プラリール1-チ ンの結合,チ エインジヨプのための擬似命令などがゴ視されて

い る.入 出力制御 に関 す る擬似命令 としてはデ ータ記述 ,フ アイル記述,入 出
・

カ マタ ロ命令 ,内 部 デ ータ処理のた めのマタ ロ命令 などか ら構成 され,ま たチ

エツクポイン トと再運転の処理機能 を もつ・ プログ ラムの手 直じめための擬似

命令 としてはプログ ラムのテス トランで誤 夕を発見 するための もの と,原始 プ

ログ ラムを修正 するための ものか らなる・ 本文では特 に(1)お よび曖)の 優似命令

の主 な機能 と処理方法について略述 する・

1 命令様式について

HISAP 5020の 命令語は機械命令,擬 似命令に共通な次の様式で表現す
・
る・

制御欄

§

10ケ タ 7ヶ タ 54グ タ 5タ タ 5ヶ タ

制 御 欄 は モ ニ タの制御 命令 で あるか ,HISAP 5020の 命 令語
°
で あふが ,ま

た は 注 釈 (cOmment)で あるか の区 別 を指 定 するo 場 所欄 は 一般 に命苓語 の 格

納 場 所 を表 わす 記号 を書 〈が ,付値 に関 す る 命令 に おけ る左 辺 の変 数 を表 わす
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記号 を書 くこと もある.操作欄 には機械 命令 お よび授 似 命令 の暗記用 ヨ ー ドゃ

プ ログ ラマの定義 した マタ ロ命令 のコ ー ドを書 くoア ドンス欄_に は命令 に必要

な変数 をコンマで区切 つ て並 べ る.ア ドンス欄 には これ らの変数 の後 に続 けて

注釈 を書 くこ どが で きる 。 工D欄 は記・号変 換 の際は 全 く無視 され る もので何 を

書 いて もよいな最後 の通 じ番 号欄 には命令語 の一貫番 号 を書 くい原 始 プ ゴグ ラ

ムは cara to tpe操作 の際 この番号順 に並 べ変え られるほか ,プ ログ ■ム修

正 用の授 似 命令で 〔も
・
1こ の番 号が使用 され る .

・
ヽ2 記号 と数値 の取扱 いにつ いて

2。 1 記号 と記号式

記号 とは 10字 以下の英 数字 か らなる連 系 で あるが, 記号変換 の都合上次の

8種類 に分 け て扱 う|

(1)記 憶場 所 を表 わす記号 :場 所 記号

(2)絶 対的 な値 を もつ証号
・・:絶対 記号

(5)プ ログ ラマズ マク ロの 命令 ヨー ドを表 わす記号

(4)セ グ
|メ ン トを表 わす記号

(5)デ ッタを表
｀
わす 記号                         1・

(6)仕 事 を表 わす記号

(7)フ アィルを表 わす記号

(8)そ の他 :入 出力区域 か よびその副項 目を表 わす記号 など

。
この中 (1)～(4)につ iい て記号 の扱い方 を説 明す る。

‐1(1)場 所 記号 :プ ログ ラム中 の語3字 ,ビ ツ ドな どのア ドンス を表 わす記号

で,記号奪換 の段階でセグ・メン トの原点 に関 して相対的 な値が定義 され ,ロ ー

ダ に よつ て記憶装置 の割 付 けが行 われた。とき絶対 ア ドンスが定 め られる .こ の

記号 は内部 記号表 に場所 カ ウン:夕 の値 と共 に記録 す る .

(2)絶 対 記号 :付値命令 EQUALに よつ て絶 対的 な儀 を与え られ る記号でや

1は り内部 記号表 に記録 す る。

場 所記号 と絶対 記号 には擬 似命令 HEADに よつ て 1字 の頭文 字 を付け,局 所

的 な意味 を もたせる
。
ことがで きるLただuO字からなる記号は HEADの 影響 を受け

ない・ 頭丈字 は記号 と結合 し,た 形 で内部 記号表 に記録 する。
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内部記号表 では各 記号表 の値を 21ビ ツ トの 2進整数で表 わすo記 号が記憶

場所のア ドンスを表 わす場合は 21ビ ツトの中,上 位 1`ビ ツ トが語ア ドンスに

対応 し,下位 5ビ ッ トが 1語 の中の字 または ビツ ト位置 に対応 する1記 号 の値

としてはその記号 が語 ア ドンスを扱 う命令 で用 い られた と きは上 位 16ビ ツ ト

が ,ま た字 ま たは ビツ トア ドンスを扱 う命令 で使 用 された ときは 21ご ツ トが

とり出されて参照 され る .

字ア ドレス や ビツ トア ドンスの表 記法 1と しては一般 に      
｀

■)y)Z

とい う形 を用 いる.こ こで
"は

語 ア ドンス を示す もので記号 または整数,yと

Zは それぞ れ字 ア ドンス とビツ トァ ドンス を示 す もので絶対記号 または整 数 で

ある・ この値 は 21ビ ツ トの 2進 整数 として

■)y)Z=“X25+yx6+″

に よつて定 め られ る・ (1字 は 6ビ ツ ト, 1語 は 32ビ ツ トで構成 される・ )

特 に
“
)0)0,■ )y)0,")0)Zの 省略形 としてそれぞ れ

",■ )y,“ ))Zを 使

用 する・ ")y)2の 形 の もの , または記号や整数 を乗算記号 *で 結合 した もの

を要素 とし,こ れ らの要素 を加減算 の記号+,― で結合 し
'た

ものを記号式 とい

い,命令語 のア ドンス欄 に書 くこ とが で きる・

(3)プ ログ ラマズマクロの命令 コ ー ドを表 わす記号 :こ れは擬似 命令 MACRO

に よつて定義 され るマク ロ命令 のコ ー ドを表 わす もので ,マ タ ロ命令 コー ド表

に形式 パ ラメータ と共 に記録 され るこ

(4)セ グメン トを表 わす記号 :セ グ メン トとは ヽ3で 説明される ように記憶

√
装置 割付 けの際 ま とめて扱 われ る最小単 位 で あつ て,他のデ ツタか ら参照 可能

な外部名 を もつ・ セグ メン ト記号は内部記号表 とセグ メン ト表 の 2ケ 所
・
に記録

され る.内 部記号表に記録 される場合は縦 対値 0を もつ場所記号 と同様 に扱わ

れ,_擬 似 命令 HEADに よる影響 を受けるザ セグメン ト表に登録するのは別のデ

ツタからセグ メン ト記号 を外部名 として参照 するためであ
°
る。

このほか (5)の デ ツクを表わす記号,(6)の 仕事を 表
・
わす記号は適 当な制

御 命令 に よつ てモニ タの制御表に記録 され る もので あ り,(7)の フアイル を表

わす記号,(8)の 入 出力区域 やその:副 項 目を表 わす 記号 など
。
は FCP制 御表 に

―
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Ｉ
Ｉ
　
一
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■

記録 される。
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2.2 数 の表現

内部 で 2進 表示 の形 に変換 されるデ ータとして の数.は ALGOLで 定義 され る

n園的erを 加減 乗除 の記号 +'● ~'´ *'4/で結合 した もの (こ れ を nttneric

∝甲ressiOnと よぶ.)の 前に,それが変換されるべき形成を指定する指定詞を

付けて表現 する。指定詞 としては次 の ような ものが使 われる・

(1)整 数形 1/ または 工0/(3礎→  または IB/(2進 )

(2)固 定小数点表示 の数

aO 符号つきの場合  S(梵 )/ま または SO(写 )/'・ (8進 )ま たは

SB(鍵 )ノ
′ (2進 )‐

b・ .符 号なしの場合 P(質 )/ または TO(質 )/(8進 )ま たは

PB(鍵 )′/'(2進 )

ただ し aは 符号 ピン トを もつ一般 の形 の場 合 で,bは 符 号 ビツ トを符号 と考

えず数値 ビツ トとして扱 う場合 であ る oま た 質は小数点 の位置 を指定 す るた め ..

の整 数で ,小数 点の前 のビツ ト数 (符 号 ビツ トを除 く )を 示 す・ 特 に 質=0な

らば (π )は 省略 して よい・

(5)浮動小数点表示の数 lF/ または FO/(8進 )・ または FB〆

(2進 )

指定詞 の次 には一般 に nЩleric eXpreSSiOn tヨ ンマで区切つ て任意個並

べて よい0即 ち指定詞は別 の指定詞が現 われ るまで有 効で ある・

デ ータ としての数が内部 で何 ビツ トの長 さに変換 され るかは ,デ ータ変 換 の

ため の擬 似命令 によつ て区別 す る。た とえ ば命令 DATAで は 1語 に, DATAD

では 2語 に,VDATAで は任意 ビツ トの長 さを単 位 とする内部形 成 に変換 される .

§3 プ ログ ラム の分割 制 御

プ ログ ラムは次 の 3段 階 の単 位 に分 割 され,作業 の各処理過程 で各 々が或程

度互 に他 と独 立 に取 1扱 われ る。

セグメン ト (Segment)く デ ツタ (こeCk)く 仕事 (ユob)

計算機 で処理 され る あるま とまつ た作業 の単 位 を仕事 とい う・ 1つ の仕事 の

プ ログ ラムはい くつか のデ ツタか ら構成 され ,更 にデ ツタはい くつか のセグ メ

ン トか ら構成 され る・

一肝
＝阻
聰
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(1)セ グメント :セ グメン トとは次の ようなものである. ・

a・ 命令 またはデータのある区域 (area)で ある
.・

｀

b・ 次 のいずれかの方法で定義 される・     ・ :・

(i)擬 似 命令 SEOと ENDSで 囲まれた区域 ・  ・

(ii)擬似命令 SEGVと ENDSで 囲まれた区域   ・

i す・ ・                   : 1"       :

(耐 )授 似 命令 0 0MMONで 指定 された区域 ,こ れを特 に共通 セグ メン トとい

う。                    ・=        :

(lV)(:)～ (11)で 定義されたセグメントの間にある区域

(V)ラ イプラリールーチンはセグメンドである・ これを特にデイプラリー

セグ メントという.

C・ 上の (iv)の場合 を除 ぐセグメン トは全て外部名を もつ・ (iv)で 定義 さ

れるセダ メン トは外部名 をもたないo外部名 はデ ツタの外部から参照可能 な名

前のことである・ 上 の (l)～(薔 )で 定義 され るセグメン トでは命令 SEG,

SEGVま たは 00MMONの場所欄に書かれた記号換外部名となり,ま た

'イ

プラリー

セグメン トはそれぞれ固有 な外部名 をもつL(i)～ (蘭 )の 場合のセグメン トの

外部名は内部記号表 に記録 されるほか ,セ グメン トに関する他 の情報 と共 にセ

グメン ト表 にも記録 される。

こ・ セグ メン ト内部 の場所欄 に書かれた記号には,セ グメン ドの先頭からの

相対ア ドレスが割 当てられる o

(2)デ ツタ :デ ツク とは次 のような ものである |

a. デ ツタはい くつかのセグメン トの集 ま りであつて,原 始 プログ 'ラ ムの翻

訳,変換 を行 う際の単位 となる。

b・ デツタは次のいずれかの方法で定義 される。         `

〔i)制 御命令 HARPお よびENDス テ ートメン ト|で 囲 まれたセグメントの集

まりe

(1)制 御命令 HISAPお よび擬 似 命令 ENDで 囲まれたセグ メン トの集 ま り・

(‖|)

りo

(l)は HARP 5020言 語 で ,ま た (1)は HISAP 5020″ 言 語 で書 か れ た 七

「
|・・ミ、i _

1●
il

卜●11111

競11 ヽ

盤■1

グメントからず構成されるデツタで,こ れらはそれぞれHARP 5020,HISAF
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5020に よる処理 を受 けるo(m)は 一旦
i醜

鰤P5020す たはHISAP 5020

に よつて翻訳または変換 された再配置可能 2進 プログ ラムからなるデ ツタであ

る・

C・ 制御命令 HARP,HISAP,LOADの 場所欄 に書かれた記号はデツタ名 と

なる.デ ツタ名はデツタに関する他 の情報 と共 に,そのデ ツタに関するセダメ

ン ト表 の先頭に記録されるo   ,,    ,  _。
.

こ。 同一デツタ内では,ア ルセグメン トか ら同 じデ ツタ内で定義 されている

」他 のセグメン トの内部,諄号を 自由に参照することかできる.こ の参照は内部

記号表の情報 に基ずいて行 われる .

o。 あるデ ツタから他 のデ ツタで定義 されたセグメン トをその外部名 によつ

て参照することができるoま たライィラリーキグメントはどのデツタからも自

由 に参照 可能 で ある o

(3)仕 事 :仕事 とは次 の ような もので ある o

aO 仕事 はデ ツタ の集 ま り
■

あ
マ

て,可 ?の ま と専マた作 業 ,単 字
で ある・

b・ 制御 命令 EXECUTEと EOFで 囲まれたデ ツタ の列 として定義 され る o

必要 な らば この後 にデ ータ のデ ツタを付け,最後 に EOF命令 を置 く・

c。 チ ェイィジ ヨプの場 合は各 チテイン要素 ?前 に制御 命令 CIAINを 置 ・ゞ

あ るチエイ ン要素 内のデ ツタか ら他 のチ エィン要 素を呼出すにはHARP 5020な

らばス テー トメン トCALL CHAINを ,HISAP 5020な らば擬似 命令C▲LLCH

を用 いる・            1

§4  PCP(f■■o oontro■ processor)に づ》いて

入出力 の際のパソフアリング,エ ラー処理等を統一的に扱 うためのシステム

としてFCP力 ,あ る.H平
デ今ギ:502oの 文法上では FヽCPが 働 くため?バ ラメー

タの定義:パ ッファーの定義及び確保等 を行 ,擬 似命令と,入 出力及び演算を

行 うマタ ロ命令 との 2_種 の命令群 が ある o

41  DTF′ (define tape fi■o)      .

磁 気テ ープフアイ〃の性格 を次 の 24の 項 目に よつて明 らか にす る もので あ

る 。

(1) FILENAME

＝
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磁気テープフアイルの名称を定義すoも ので,入 出カマィロ命令b変数と

して利用 され る・

(2)・ FCHANNEL                                  °
|

磁気テープフアイルが接続されるチヤネル・を指定するものF,一般にはチ

ヤネル番号ではなくチヤネルの記号名が用いられる。

(3) BASETAPE

磁気テ ープフアイルが接 続 されるデパギス を指定 する も、ので ある・

1(4)― ALTlTAPE                           ´̀  ・         ・`

磁 気テ ープ フアイルが 1巻 ,リ ール暉入 りきらな いと き 2本 目の リール を

かけるデバイ スを指定 す る・                    .

(5) ALT2TAPE

―同様に 2巻以上のリールになる場合の3本 目のリールをかけるデバイスを

指定する・      `         :         |

。(6..)l F工 LEFURM

磁気テープフアイルの形式を定義するものである.|の FCPで は次の2つ

の形式を取扱 うo

(形式 1)         ・

j::1記録を構成する語数が二定で且つ集積国撫
・か占定のも,二  |

(例I〕

集積困数 =4

記録の長 さ=40

く形式 2)

数 が一定 の もの。

(例 )

」■

■

二

・
∵
ヤ

・

●

■

●

‐ _1,,

、・ ・ :

.1_

―

″
　

一
「
・「
■
■
河
『
‥１１

，
，

記録 1

40 語

記録 2

.401言計

記録 ユ

40 雷吾

記 録 4

40 雷吾

記録 1

30ヽ 語

調録 2

40語

記録 3

20議

冒:郵目t4

50語

ン1′ウ:

/Tバ

レ:1
:ノ ノ「」

l

1

:|

:

:|

:

:

:

記録 6

40語40語

記録 7
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集 積 因 数 =4  ・  ・` ら ・ヽ

記録 の最 大 の長 さ =40

(7) FILETYPE

入力 用 フ アイ 々 か又 は 出力用 フアイ ルか の区別 をす るた め の項 目で ある o

この FILETYPEは ,マ タ ロ命令 OP]NR(Open reverSe)に よつ て書 き

変 え られ る こと が あ る .

(8) RECLNGTH

記録 の長 さ を規定 す る もので ,形式 1で は 記録 の長 さ ,形 式 2で は最 大 記

録 の 長 さを表 わす・

(9) BLOCKING

集 積 因数 を規定 す る。

(10) びPENPROb

OPENマ タロ命令t実行する際に巻戻しを行 うか否かを規定する。

(11) CLSEPiR,00

CLOSEマ タ ロ 命令 を実行 した 後巻 展 しを行 うか否 か を規 定 す る。

(12) 王OMETttOD   .                 ‐

入カ フアイル用 と出カ フアイル用 とのパツフア ーとして同-5域 パ ツフア

ーを回転順に,使用する場 合の指定 を行 う。

(13) TIOAREA,               、、「

肇気テープィアイル用?41ィ アアTと して何域パソフアーを利用するかを

規定.す
るo,■ , 1,7::う の指定ができるこ     ・

(14) PRIORITY

同 一 チヤ ネ ル に接 続 され た別 の フア イル との優 先度 を規 定 す る。

(15) CHFTPRびC

検査点記録 の有無 (入カ フアイルの場合 )又 は検査点記録 を書 くか否か

(出 カ フアイルの場合 )を規定 する。

(1の  RWNDPRびC

後書 きラベル の処理が終つて リールのスイツチを行 うときの巻戻し手順を

規定する .

(17)‐ 00MDLIST
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フアイルとパツフアとの対応をつけるため′の もので擬似命令 DIuVの 場所 ′

欄 の記号 を書 〈・     .                r

(18) SLRPROCD                   ・
″

短長記録 が あつた場合 の処理 ルーテン の場所 を指定す る .

(19) LLRPR00D
l過

長 記録が あつた場 合 の処理ル ァチンの場所
|を

指定す る・     ‐ :

(20) SyMPR00D                               二

'シ ンボルを読んだときな処理ルーテンの場所を指定する.

(21) ■OFPROCD  l                                     ・

フアイル の終 りに到達 した。ときの処理 ル ーチ ンの場 所を指定 す る・

(22) BTLPROCD

前書 き、デベルの標 準的処理は FCPが行 うがそれ以外 に使用者が追 加処理を

行 いた いときャ0処理|″・―チツ ●場所 な指舞す る・          ・

(1番) ETLPR00D

を行いたいと華その処理 :レ
ーチンの場所t指定する・

(24) LAB畢乃I.NF _・
                            ・

前書 きテベル及び後書 きラベルに関する一切 の情 報は擬
.似

命令 CD.ATAで

記 li暉 し て'■ か な け れ ば ,な らな いが
,こ

の 0.DA・TAの 場 所 を指 定 す る。

これら24●項目は各 フアイルについて記li盛 しなければならないものである・

これらがHISAP 5020に よつて翻訳 されt,次 の図のよう′な11語 の情報 と

してFCPへ渡される.
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FCPは これ らの情 報 を参 照 しなが ら動 く・

4.2  DRAV          、 r

入 出カ マタ ロ命令 に よつ てデ ータ を入 出力 す るた めの入 出力 区域 を磁 心 記 li議

装置 内 に定義 か つ確 保 す るた め の擬 似 命令 で あ る・ この 命令 のァ ドンス欄 に は

記録 の長 さ と集 積 因 数 とが書 かれ る 。 これ は DTFの LECLNGTH,BLOCKING

の項 目 の記・iム と対 応 して い る・ 従 つ て LECLNGTH薔 ′,BLO CKING=あ とす る

と, あX′十ι語の場所が確保される。ただし,その中ら語は各記録を制御する

指令 のための もので ある・     ヽ:'      ′

各 記録 の副項 目を定義 し,副項 目門:り演 算 を行 う。 |の 定義 に際 したは そ の

副項 目の中 に入 るべ きデ ータの種類 (例え ば,2進 デ 守夕, 10進 デ ータ, 字

デ ータ等じ)を も記述 す る o

4.5。 その他 の定義擬似 命令 につ いて

(1.) DUF― (agfine utttt,acOra fiユ o)

セン孔 かTド フアイルを FCPで 処理す る場 合の各 パ ラメータの定義 を行 う。

(2) DCH'PT(dOfine check point)

検査点 記録 な書.〈 際の記述 であつて検査 点 記録 を書 〈頻度や検査 点用テ ー

プの指定 などを行 う。

(3) DiR.A (■ ofine recora area)

DRAVの 場合 は
・
指令を附加 したが DRAで は指令がつか ない。

(4)DRC(define recoコ α
:cOntro■ ・

word)

記録制御語 (指 令 )を 作 り出す ための もので ある。

(5)磁 気 ドラム 入出力制御語

(6) DLINE (■ of ine■ ine)

行 印字機 に印字す る 場 合 の様式 を定義 す る .

(7) CODE

記録 の 副項 目の内容 に対 して名 前 をつけ るた めの擬似 命令である。 この名

前は マタ ロ命 令 B00L,DECODEで 利用 される・

4。 4 入 出力言 タ ロ命令 につ いて      :    ニ

入出カマタ ロ命令 には次 の ものが あ る・ .

(1) 15PEN
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入 出カ フアィルの初期 設定 を行 うo即 ち,`DTFの OPENPROCの 記述 に従

つ て巻 長 し.の 処 理 をし次 に前書 きラベルのチエツク を行 う・

(2) 01PENR  ‐

入カ テ ープ フアイルの逆 読込 み を行 う際 の初期設定
・
を行 う・

(5) CLOSE

入 出カ フアイル の処理 の終 りに フアィルの後処理 を行 う。 DTFの '

CLSEPROCの 記述 に従 つ て巻戻 しの処理 をする .

(°4)CLUSEV

すべ ての入出カ フアイル をCLOSEし かつ制御 をモニタ に移 して仕事 の終

りとす る・

(5) READ,WRITE

デ ータの移動 (入 出力装置 ←→磁心 記憶装置 ,磁心 記憶装置 ←→磁 心 記憶装

置 )を行 うマ タ ロ命令 で ある.制 御 の動 きにつ いては後述 す る。

(6)READD,WRITED

磁 気 ドラム記憶装置 とのデ ータの移動 を行 うマタ ロ命令 である o

(7) PRIN T, PRINTV.

行 印字機 ヘデ ータを印字 す るマ タ ロ命令 である。

(3) PUNCH., PUNCHV

カー ドセン孔機 にセ ン孔 させ るため .の マタ ロ命令で あ る・

4.5 演 算マン ロ命令 につ いて

(1) ARITH

各 記録 の副項 目間 の演算 を行 うマタ ロ命令 で あり,ア ドンズ欄 に式 を書 〈・

(例)

ANYLABEL ARITH A=B+0*D

加減乗除 ,中 乗1平方根,正弦 ,余弦 ,逆正弦,逆正接 ,常用対数 .・ 自然

対数, 10の 巾乗,cの 中乗,絶対値 などの演算が可能で ある・

(2)Bて薫アL                  ・`

論理式の判 定を行 いその結果 に よつて枝分れするマタ ロ命令で ある.論理

式の中には一般の論理式の他 に',ス イツチのオン,オ フ,00DE値 の真偽等
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が ある .

(3) 00MP                               l

2つ の値を比較し(こ の値は副項目の内容である ),そ の大小によつて棋
ヽ

分 れす るo 
‐

(4) DE00DE

CODE値 に よつ て枝分 れす る.

(5) FILL, FILLV

記録 又は副項 目の区域 を あるパ タ ーンで埋 め るマク ロ命令 で ある・ ,

(6) MOVE,MOVEV                             。
'

磁心 記憶装置対磁 心 記憶装置 の情報 の移動 を行 う・

46 制 御 の動 きにつ いて

特 に READマ ク ロ命令 が実行 された際 の制 御の動 きにつ いて次 に略 図 に よつ

て説 明す る・                          
・ ・
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制 御 の流 れ図

*a, -'f v

1

処  理

FCP

bu8ア

工/0 ルーチン

異 常

エ ラー の処理

3

9

14

15

ドにする。

11

あり

待つている

ものなし

20

1 主ルーチンか らREAD命令を出す o

2。 READ命令のア ドンス欄によつてフアイルが定められているのでそのフアィルにつ

いての initia■ izoを 行 う.

ユ フアィルの入力区域にデータが入つているか否かをチエツタする・

READ initia■ ize

REST
入力区域に転送

データがあるか
るまで待つ

デ ー タ の転 送

入 力 区 域 が

空 に なつ たか

7n l,*ts.Y ?'

ちテープル

fnd-icat or
?1y ?

DTFの書 き変え

RESTし ているか

ARISE
18

yes

力 命令 を

RELEASE

RELEASE
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もし入つていなければ,入つて来るまで仕事は行えないのでRESTして待つ・

RESTし ている間に他の仕事を行 うことが不可能である。

もし入つていればデータの転送を行 うo

デー´転送が終ると入力区域が空になつたか否かのチエツタを行 う・

もし空でなければ主ルーチンヘ戻 り処理を行 う・

もし空であれば,そのフアイルの接続されているチヤネルをチエツタする・

チヤネルがbuSyで あればそのチヤネルの待ちテープルに登録して,主ル.― チンヘ兵

る・

チヤネルが reaayで あれば 工/了ル∵チ ジヘ行 き,TRAPモ ー ドにする.ヨ亜ユぼ週

されると主ル ¬チンヘ戻る ようにしてお く
=

入力命令を実行 する●入力が終 るとTRAPが発生 する ようにしてお ぐ・

RコLEASEす るe      i                           ｀

TR燿 により,制御を工/0ル ーチンに渡す.このとき主ルーチンが動いているのか ′

その他の仕事が動いているのかは不明である°メ・

チヤネル表示子のチエツタを行 う。

エラーがあればそ
・
の処理をするoエ ラーの中には,シンボル,Long FeCOra,

tape end,orrOrな
ギ輩

ある.FCPに戻つてDTF・のer,or cmmtの 処理をし

たり,シンポルのときは,SIMPROCDに ジヤンプする.

正常に読込みが行われていれば,FCPへ戻り,DTFの b■ock co嘔mterを 1増す・

TRAIP発生時に主ルーチンがこのフアイルを待つてRESTし ているかどうかをチエ

ツタする・

RESTしていればARISEさせる・  た               :
待ちテープルを調べこのチヤネルを待つているフアイルがあるかどうかなチエツタす

るごもしあればその中の最優先のフアィルについて入出力を行 うために1/0ルニチ

ンヘ行 く・

もしなければRELEASEす る。
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